休眠預金活用業：女性のエンパワメントで高める地域の防災力リーダー育成事業助成プログラム
2

休眠防災　事業計画書
	団体名
	

	事業名
	主題
	

	
	副題
	

	事業期間
	2022年8月1日　～　202　年　月　日　

	活動拠点
	本拠地住所
	

	
	本拠地以外の拠点住所
	

	
	採択後に開設予定の拠点
	なし
	
	あり
	

	助成申請額
	
	円
	

	団体の年間総支出額
	
	円
	· 直近（2020年度or 2021年度）の実績をご記入ください。

	事業地域
	都道府県レベル
	
	市町村レベル
	
	地区レベル
	

	
	都道府県名
	
	市区町村名
	
	地区名
	

	
	· 事業実施のレベル感について該当するものに、〇印をご記入ください。
また、実際に実施するレベルに即して、当該の地名を記載してください。

	優先すべき社会の諸課題
	1) 子ども及び若者の支援に係る活動

	
	
	1 経済的困窮など、家庭内に課題を抱える子どもの支援

	
	
	2 日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援

	
	
	3 社会的課題の解決を担う若者の能力開発支援

	
	2) 日常生活又は社会生活を営む上での困難を有する者の支援に係る活動

	
	
	4 働くことが困難な人への支援

	
	
	5 社会的孤立や差別の解消に向けた支援

	
	3) 地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面している地域の支援に係る活動

	
	
	6 地域の働く場づくりの支援

	
	
	7 安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援

	コンソーシアム型の申請
	する
	〇
	しない
	〇


1. 申請事業の概略（300字以内）

	


2. 団体の主要な活動（3事業以上ある場合は、主要な3事業）
	事業①
	

	

	事業②
	

	

	事業③
	

	


3. 人材育成研修の実績 （2つ以上ある場合は、主要な2事業について記述をしてください）
	実績①
	事業名
	

	
	実施年（西暦）
	　年
	参加者数
	　人
	参加費
	　円

	
	財源
	（　）委託費・　（　）助成金・　（　）参加費収入・　（　）その他財源

	
	研修目的
	

	
	研修内容詳細
	

	実績②
	事業名
	

	
	実施年（西暦）
	年
	参加者数
	人
	参加費
	円

	
	財源
	（　）委託費・　（　）助成金・　（　）参加費収入のみ・　（　）その他財源

	
	研修目的
	

	
	研修内容詳細
	


4. 防災・減災活動の実施実績 

	


5. 申請活動の実施背景・現状
	事業対象地域の災害に掛る状況

	近年の災害の発生状況
	

	政府の災害想定等の有無
	

	申請団体が、本助成金を用いて「防災・減災活動にかかる女性リーダー育成」が重要だと考える理由

	（500字以内）


	対象地域の防災・減災活動の現状の分析（概略）

	行政
	（500字以内）

	民間
／
地域
	（500字以内）


	分析
	上記のそれぞれの活動において、どのように「女性の視点」が含まれていますか？　どのような改善点・課題がありますか？ 

	
	（500字以内）


	申請団体として、防災・減災活動に「女性への配慮」を更に推進するための課題の分析
5：とてもあてはまる／4：あてはまる／3：わからない／2：あてはまらない／1：全くあてはまらない

	
	事業実施地域において、大規模災害への「防災・減災」にかかわる関心が低い

	
	行政の防災にかかる検討会議（○○市防災会議等）への女性の委員数が少ない

	
	行政の防災・減災にかかる計画に女性への配慮等（計画、イベントの実施等）が少ない

	
	行政の防災関係部局において、「防災・減災と女性の視点」にかかわる関心が低い

	
	議会の防災関係の取組み、「防災・減災と女性の視点」にかかわる関心が低い

	
	自治会・町内会、自主防災組織等において、「防災・減災と女性の視点」にかかわる関心が低い

	
	市民活動・ボランティア団体の「防災・減災と女性の視点」にかかわる関心が低い

	
	女性の一般市民が「防災・減災と女性の視点」にかかわる関心が低い

	
	男性の一般市民が「防災・減災と女性の視点」にかかわる関心が低い

	上記以外の課題や問題点等（以下の余白に記述）

	


6. 中長期的な事業目標（中長期アウトカム）
	本事業が全て計画通りに実現することを通じて、中長期的に実現したい状況はどのようなものですか？
※事業期間終了後、更に3年～5年の時点で達成していたい状況

	（300字以内）


	当該地域において災害が発生した場合に、本事業が実施されることで、具体的にはどのような変化を創出したいですか？

	（500字以内）



7. 事業計画の詳細
	
	1年次目：　　
	2年次目：　　
	3年次目：

	
	対象者・対象層
	

	
	実施回数
	　回
	1回あたりの時間数
	　時間

	
	育成プログラムのテーマ想定
（実施回数分/未確定のものも可）
	

	
	講師想定
	氏名
	所属等

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	参加費
	

	２
	7-2　育成プログラムの実施準備について（特に、広報と参加者確保の取組み）

	
	1年次目：　　　
	2年次目：　　　　
	3年次目：

	
	

	3
	7-3　大規模被災地への現地訪問について

	
	1年次目：
	2年次目：
	3年次目：

	
	

	４
	7-4　修了者へのフォローについて

	
	1年次目：
	2年次目：
	3年次目：

	
	

	５
	7-5　地域への理解促進・連携等について

	
	1年次目：
	2年次目：
	3年次目：

	
	

	６
	7-6　その他、本事業の事業趣旨の達成のために行う事業

	
	


8. 事業デザイン
	「防災・減災にかかる女性リーダー育成」をより効果的にするための創意工夫、特色

	

	「防災・減災にかかる女性リーダー育成」の実施の際に、特に配慮をする事項

	

	「育成プログラム全体」をより効果的にするための創意工夫、特色

	

	事業実施地域で、「防災・減災にかかる女性リーダー」の事業実施に際して、想定される障害など

	想定される障害やバリア
	左記の状況への対処策

	
	


9. 事業の成果目標（短期アウトカム）※事業期間終了時点に達成していたい成果
	達成していたい状況
	事業開始前の
状態（事前）
	事業終了時の
状態（事後）

	状況：
	指標：
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


10. 実施体制　
	　備考：新規採用を想定している役割の氏名欄は空欄で可／一つの役割を複数人で行う場合は、その方々を氏名欄に記入のこと

	新規採用
に〇印
	本事業に専従で
関わる者に〇印
	役割
	氏名

	
	
	事業の総括責任者
	

	
	
	事業の現場責任者
	

	
	
	育成プログラム担当
	

	
	
	広報担当
	

	
	
	地域の関係団体との連携調整
	

	
	
	
	

	外部
協力者
	氏名
	役割
	所属団体名

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


11. その他事項
	社会的インパクト評価の実施体制および評価の方法等について
	
	採択後に、資金分配団体（事務局）と調整をしながら進める

	
	
	具体的な計画がある（以下に記述）

	
	

	助成元（資金分配団体）との事業の進捗についての共有方法
	
	資金分配団体との月1回程度のミーティング等を通じて、進捗を共有する。

	
	
	具体的な計画がある（以下に記述）

	
	

	事業実施のリスク定義とその対応・管理
	コロナ感染予防
	

	
	その他全般
	

	広報先、連携・対話の相手の想定（参加者確保以外）と、及び方策
	
	行政・防災部局
	
	行政・その他部局

	
	
	議会・議員、議会の委員会
	
	社会福祉協議会

	
	
	NPOやボランティア団体
	
	町内会/自治会など

	
	
	自主防災組など
	
	消防局・消防署等

	
	
	大学・短大・専門学校等
	
	その他

	
	

	出口戦略や持続可能性に関する想定
	
	寄付金・助成金等の活用を通じて、事業の継続を目指す

	
	
	委託事業や行政との連携を通じて、事業の継続を目指す

	
	
	その他、具体的な計画がある（以下に記述）

	
	


公益財団法人地域創造基金さなぶり

